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（１）気象の警報、予報などの発表

　ア . 警報・注意報などの防災気象情報
ɹؾிɺେӍ෩ɺߴͳͲʹΑͬ ͯൃੜ͢ΔࡂͷࢭɾܰݮΛ͠ࢦɺܯใҙใͳͲͷ

ؾࡂใΛൃදͯ͠ ͍· ɻ͢͞Βʹɺใͷ༰ൃදλΠϛϯάͷվળʹΉ͚ৗʹؔػؔࡂ

ใಓؔػͱͷؒͰௐΛ͍ߦɺޮ Ռతͳ׆ࡂಈͷࢧԉΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

◯防災気象情報の種類と発表の流れ

ɹಓݝࢢொଜͷ࣏ࣗମࠃͷ͕ؔػؔࡂదͳࡂରԠΛऔΕΔΑ͏ɺ·ͨɺॅຽͷࣗ

ओආͷஅʹ͢ࢿΔΑ͏ɺൃੜ͢Δ͓ͦΕ͕͋ΔؾࡂͷछྨఔʹԠͯ͡ܯใɾҙใΛൃ

ද͠· ɻ͢·ͨɺݦஶͳݱͷൃੜ͢Δ�ͳ͍͠લ͔ΒؾใΛൃද͠ɺݱͷ༧؍ଌσ

ʔλʹ͍ͭͯਵ࣌ɺؾใΛൃදͯ͠ ɺؾঢ়گΛղઆ͠· ɻ͢ܯใɾҙใٴͼͦΕΒΛิ͢Δ

·ใʹɺҎԼͷΑ͏ͳͷ͕͋Γؾ ɻ͢

第1部　気象業務の現状と今後

 

である
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第1部　気象業務の現状と今後

○警報・注意報

・警報・注意報の種類

ɹࡏݱɺܯใ� छྨɺҙใ�� छྨ͋Γɺൃද͞ΕΔ͜ͱͷଟ͍ظ࣌Ͱ͚Δͱɺ֓Ͷ࣍ͷΑ͏

ʹͳΓ· ɻ͢

大雨に伴う防災気象情報とその発表の流れ

ࡀ

⅏害ࡢ

╔ࠋࡿࡍ
㟁ᰕࡀಽࠋࡿࢀ

㝆Ỉ、Ẽ 

㢼㏿、Ẽ 、Ỉ 

大雨注意報 

 　大雨に関する気象情報 

 　大雨に関する気象情報 

 大雨警報 
（土砂災害） 

 　大雨に関する気象情報 

 土砂災害 
     警戒情報 

約１日程度前 
  大雨の可能性が 
  高くなる 

半日～数時間前 
 大雨始まる 

 　強さ増す 

数時間前 
　～２時間程度前 

大雨が一層 
激しくなる 

被害の拡大が 
懸念される 

洪水注意報   
　　 警報になる可能性がある場合はその旨記述 

 大雨警報 
（浸水害） 

洪水警報 

 大雨の期間、予想雨量、警戒を要する事項などを示す 

警報・注意報に先立ち発表 

　雨の状況や予想を適宜発表 

　　刻一刻と変化する大雨の状況を発表 

土砂災害の危険度がさらに 高まった場合に発表 
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・警報・注意報の年間を通じた発表回数の割合

ɹͦΕͧΕͷܯใɾҙใʹ͍ͭͯɺؒͷൃදճʹΊΔقઅ͝ͱͷׂ߹˞ͰΈΔͱ࣍ͷΑ͏ʹͳ

Γ· ɻ͢

ɹͳ͓ɺɹɹɹɹ �݄ʙ �݄ɺɹɹɹɹ �݄ʙ �݄ɺɹɹɹɹ �݄ʙ��݄ɺɹɹɹɹ��݄ʙ�

݄ͱ͠ ͍ͯ· ɻ͢

※平成 17 年～平成 22 年の 6 年
間の全国の気象官署が発表した
各警報・注意報について、それ
ぞれの発表回数を月ごとに合計
し、年間の合計数で割ったもの。
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第1部　気象業務の現状と今後

・警報・注意報の発表区域と発表基準

ɹܯใҙใɺࢢொଜ͕͏ߦආࠂקͷࡂରԠͷஅॅຽͷࣗओతͳආߦಈΛΑΓ͖

Ίࢧ͔͘ࡉԉ͢ΔͨΊɺࢢொଜ͝ͱʹൃදͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺࡂͷಛੑҬʹΑͬ ͯҟͳΔͨΊɺܯ

ใɾҙใͷͦΕͧΕͷछྨର۠Ҭ͝ͱʹࡂͱӍྔͳͲͷؔൃ͖ͮجʹදج४ΛఆΊ͍ͯ· ɻ͢

ɹେنͳͷൃੜʹΑΓ൫͕੬ऑͱͳͬͯ ͍ΔՄੑͷ͍ߴҬɺՐࢁՐʹΑΓՐࢁփ͕ଯ

ੵͨ͠ҬɺେӍʹΑΓେنͳ࠭ൃ͕ࡂੜͨ͠ҬͷपลͰɺ߱Ӎʹ͏͕ࡂ௨ৗΑΓ

͖͢ى ͳ͘Γ·͢ͷͰɺಓݝͳͲͱௐͷ্ɺେӍܯใͳͲͷൃදج४ΛఆతʹҾ͖Լ͛ͯӡ

༻͢Δ͜ͱ͕͋Γ· ɻ͢ฏ �� ʢ����ʣ౦ํଠฏ༸ԭʹΑΓɺ౦ํ͔Βؔ౦ߕ৴

ํʹ͔͚ͯͷଟ ͷ͘ࢢொଜͰେӍܯใɾҙใͷج४ΛҾ͖Լ͛ͯӡ༻͠·͠ ͨɻ

 

 

 

 

警報・注意報発表状況と発表基準の例（千葉県）
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・大雨に関する警報・注意報の特徴

ɹେӍʹ͍ܯռ͕ඞཁͳ࠭ࡂਁਫɺߑਫʹର͠ɺେӍߑਫͷܯใɾҙใΛൃද͠· ɻ͢

େӍܯใɺओʹܯռΛཁ͢Δ͕ࡂඪ͔ΒΘ͔ΔΑ ʮ͏େӍܯใʢ࠭ࡂʣʯɺʮେӍܯใʢਁਫʣʯ

ͱ͠ ͯൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹܯใҙใͰɺղআɾܧଓΛؚΉൃදঢ়گܯռ͖߲͢ࣄɺ༧͞ΕΔؾঢ়گʹؔ͢Δྔ

తͳ༧ใ߲ࣄͳͲΛ؆ܿʹهड़ͯ͠ ͍· ɻ͢ಛʹɺ༧͞ΕΔؾঢ়گʹ͍ͭͯɺݱͷ։ࠁ࣌࢝ɺ

ऴྃࠁ࣌ɺϐʔΫࠁ࣌ɺ࠷େͳͲΛՕॻ͖Ͱهड़ͯ͠ ͍· ɻ͢ҙใ͔ΒܯใʹΓସ Δ͑Մੑ

ͱ͖͍ߴ͕ ʹɺલͬͯ ҙใͷதͰɺʮ˓ ʢ˓͍ͭʣ·ͰʹʷʷܯใʹΓସ Δ͑Մੑ͕͋Δʯͱ໌

ࣔͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹɹ

○土砂災害警戒情報

ɹؾிɺ͔࠭ࡂΒੜ໋ɺ࢈ࡒΛकΔͨΊʹɺ࠭ࡂͷݥة͕ߴ·ͬͯ ͍Δ͜ͱΛࢢொଜ

ॅຽʹΒͤΔใͱ͠ ͯɺରͱͳΔࢢொଜΛಛఆͯ͠ ಓݝͱڞಉͰ࠭ܯࡂռใΛൃද͠

͍ͯ· ɻ͢

ɹ࠭ܯࡂռใେӍܯใʢ࠭ࡂʣ͕ൃද͞Ε͍ͯΔঢ়گͰ Β͞ʹݥة͕࣌ͨͬ·ߴʹൃද

͢ΔใͰɺࢢொଜ͕͏ߦආࠂקͷࡂରԠͷஅɺॅຽͷࣗओతͳආߦಈͷஅͳͲͷ

ͱ͠ߟࢀ ͍ͯͨͩ͘͜ ͱΛతͱ͠ ͍ͯ· ɻ͢

台風第12号の大雨に関する、和歌山県新宮市を対象とした警報等の発表状況
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第1部　気象業務の現状と今後

○指定河川洪水予報

ɹ্ࡂॏཁͳՏʹ͍ͭͯɺՏͷ૿ਫΜཞʹର͢Δਫ׆ಈͷஅॅຽͷආߦಈͷߟࢀ

ͱͳΔΑ͏ʹɺ͕ࠃཧ͢ΔՏࠃަ௨লਫཧɾࠃอશہͱؾி͕ɺಓ͕ݝཧ͢ΔՏ

ಓݝͱؾி͕ɺڞಉͯ͠ ਫ༧ใΛൃදͯ͠ߑఆՏࢦ ͍· ɻ͢ؾிؾʢ߱Ӎɺ༥ઇͳͲʣ

ͷ༧ଌɺਫཧɾࠃอશہಓݝਫจঢ়گʢՏͷਫҐ·ͨྲྀྔʣͷ༧ଌΛ୲ͯ͠ ɺۓ

ີͳ࿈ܞͷͱͰߑਫ༧ใΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

ɹߑਫ༧ใͷඪɺߑਫͷݥةͷ͍ߴॱ͔ΒͦΕͧΕʮΜཞൃੜใʯʮΜཞݥةใʯʮ

ΜཞܯռใʯʮΜཞҙใʯΛՏ໊ͷޙʹՃͨ͠ͷͰ ɻ͢·ͨɺߑਫͷݥةͱਫҐΛର

Ԡͤͯ͞Խͨ͠ਫҐݥةϨϕϧΛใʹ͢ࡌهΔͳͲɺΘ͔Γ͍͢ใΛͯ͠ࢦ ͍· ɻ͢

平成23年9月3日に和歌山県と和歌山地方気象台が共同で発表した「土砂災害警戒情報」

台風第 12 号により降り続く大雨に伴い土砂災害の危険度が高まったため、平成 23 年 9月 3日 23 時 05 分に発表した土砂災害警戒情報。
なお、図中の「地震影響域」とは、土砂災害警戒情報の発表基準を通常基準から引き下げた暫定基準を設定し運用している地域です。平
成 23年 7月 5日 19 時 18 分頃の和歌山県北部の地震により震度 5強以上の地震を観測した市町村を対象として設定しています。
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情報発表の流れ

コラム

　気象庁と国土交通省水管理・国土保全局では、有識
者会議の提言を受けて、洪水予報文をよりわかりやすく
・使いやすくなるよう改善します。従来は文字情報のみ
の予報文として発表していましたが、表やグラフなどを
用いるようにします（右上図）。
　この改善を、平成25年度末までに実施する計画です。

　具体的に情報がどのように改善されるのか平成23年
（2011年）9月20～21日の台風第15号接近に伴う大
雨の際に、名古屋地方気象台と国土交通省庄内川河川
事務所が共同で発表した庄内川の洪水予報の場合を例
に紹介します。
　

■指定河川洪水予報とその改善

� お࠶

新しい洪水予報文の例

88
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第1部　気象業務の現状と今後

庄内川の越水（庄内川河川事務所提供）

名古屋市守山区下志段味では
庄内川の堤防から水があふれ、
周辺の住宅等では浸水の被害
が発生しました。

洪水予報の発表例
（平成23年9月20～21日の庄内川の事例）

　当日の洪水予報の発表状況は下の表のとおりです。
　このうち、9月20日13時05分に発表した「庄内川は
ん濫危険情報」（第5号）（右下図）を新しい洪水予報文
にすると右上図のようになります。見出しを太字とし、
水位観測所ごとの危険度を明示するとともに、雨量情報
は表を、水位情報はグラフを用い、従来の文字情報のみ
の予報文よりも分かりやすくなっています。

 

実際に発表された予報文
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○台風情報

ɹ෩͕͍ͭࠒͲ͜ʹۙ͢Δ͔Λ͓Βͤ͢Δͷ ʮ͕෩ใʯͰ ɻ͢͜ͷใɺ༷ʑͳࡂରࡦ

ʹར༻Ͱ Δ͖Α͏ɺ෩͕զ͕ࠃʹۙͮ͘ʹ ͭΕ͖ͯΊ͔͘ࡉසൟʹൃද͠· ɻ͢

ɹؾி෩Λৗͯ͠ࢹ࣌ ͓Γɺ௨ৗ � ͱɺେ͖͞ɺํߦͱʹ෩ͷத৺Ґஔɺਐؒ࣌͝

େ࠷ͱگͷ࣮͞ڧ �ઌ·Ͱͷ༧ใΛɺ؍ଌࠁ࣌ͷ �� ޙʹൃද͠· ɻ͢༧ใͰɺ෩ͷத৺͕

���ͷ֬ͰਐΉൣғʢ༧ใԁʣͱɺ෩ͷத৺͕༧ใԁʹਐΜͩ߹ʹ෩Ҭʢฏۉ෩͕ຖඵ

��ϝʔτϧҎ্ͷྖҬʣʹೖΔ͓ͦΕͷ͋Δൣғʢ෩ܯռҬʣΛࣔ͠· ɻ͢ߋʹɺ�ઌҎ߱෩Ͱ

͋Δͱ༧͞ΕΔ߹ʹ �ઌ·Ͱͷਐ࿏༧ใΛؒ࣌͝�ͱʹ͍ߦɺ؍ଌ͔ࠁ࣌Β �� ޙʹൃද

͠· ɻ͢

ɹ෩ͷྗΛࣔ҆͢ͱ͠ ͯɺ෩Λͱʹͯ͠ ෩ͷʮେ͖ ʯ͞ͱʮڧ ʯ͞Λද͠ݱ· ɻ͢ʮେ͖ ʯ͞

ฏۉ෩͕ຖඵ��ϝʔτϧҎ্ͷڧ෩ͷൣғʢڧ෩Ҭʣɺʮڧ ʯ͞࠷େ෩Λج४ʹͯ͠ දݱΛ͍

͚͍ͯ· ɻ͢

ɹ෩͕զ͕ࠃʹ͖ۙͮɺඃͷ͓ͦΕ͕ग़͖ͯͨ߹ʹɺ্هͷใʹՃ͑ͯɺ෩ͷ࣮گͱ�

·ͱʹൃදؒ࣌͠͝�Έͷ༧ใΛࠁؒ࣌�ઌ·Ͱͷؒ࣌��ͱʹɺؒ࣌͝�ͷਪఆΛޙؒ࣌ ɻ͢·ͨɺʮ

෩ҬʹೖΔ֬ʯΛ֤Ҭͷؒ࣌มԽͷάϥϑʢ�� ઌ·Ͱؒ࣌ � ΈʣͱຊपลͷਤͰࣔࠁؒ࣌

ͯ͠ � ·ͱʹൃදؒ࣌͠͝ ɻ͢

予報円	 
台風の中心が70％の

確率で入ると予想さ
れる範囲	

予報円	 
台風の中心が

70％の確率で
入ると予想さ

れる範囲	

暴風警戒域	 
台風の中心が予報

円内に進んだ時に
暴風域に入るおそ

れのある範囲	

「台風予報」の発表例（左：3日先までの予報、右：5日先までの進路予報）

台風の大きさと強さの表現
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第1部　気象業務の現状と今後

○（全般・地方・府県）気象情報

ɹؾѹલઢͳͲͷࡂΛͨΒ͢ ͱگଌͷ࣮؍ͷਪҠɺӍɾ෩ͳͲͷޙࠓͱگͷঢ়ؾҼͱͳΔݪ

ใʯͳͲʣͱ͠ؾใʯʢʮେӍʹؔ͢ΔؾͳͲΛʮ߲ࣄಈ্ͷཹҙ׆ࡂ௨͠ɺݟͷޙࠓ ͯൃද

͠· ɻ͢͜ΕΒͷใͰɺਤදΛ༻͍ͯ࠷ҙ͖͢ΛΘ͔Γࣔ͘͢͢ਤࣜܗͰͷൃදͬߦ

͍ͯ· ɻ͢·ͨɺগӍɺߴԹɺԹরෆͳͲɺؒظʹΘͨΓࣾձతʹେ͖ͳӨڹΛٴ΅͢ఱީ

ͷঢ়گʹ͍ͭͯؾใʢʮߴԹʹؔ͢ΔؾใʯͳͲʣΛൃද͠· ɻ͢

「暴風域に入る確率」の発表例（左：時間変化グラフ、右：分布図）

対象となる地域による気象情報の種類

( ＊ )「11 地方」については本章「○
季節予報」の項の図「季節予報で
用いる予報区分」参照

図形式府県気象情報の発表例

平成 23年 9月 4日に実際に名古屋地方気象台が発表した図形式の「台風第 12号に関する愛知県気象情報第 13号」です。
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○記録的短時間大雨情報

ɹࡏݱͷ߱Ӎ͕ͦͷҬʹͱͬ ͯ·Εͳܹ͍͠ݱͰ͋Δ͜ͱΛप͢ΔͨΊɺʹҰͷͳӍ

Λ؍ଌɾղੳͨ͠߹ ʮʹهతؒ࣌େӍใʯΛؾݝใͱ͠ ͯൃද͠· ɻ͢

○雨の実況と予測情報（解析雨量、降水短時間予報、降水ナウキャスト）

ɹ「解析雨量」ɺӍྔΛѲͰ͖ΔΑ͏ʹɺؾ

Ϩʔμʔ؍ଌͰಘΒΕͨӍͷΛɺΞϝμεͳͲ

ͷӍྔܭͰ؍ଌ͞Ε࣮ͨࡍͷӍྔͰิਖ਼͠ɺؒ࣌�

ӍྔͷΛ�Ωϩϝʔτϧํ࢛ͷ͔͞ࡉͰղੳ͠·

ɻ͢�� ִؒͰൃද͠· ɻ͢

ɹ「降水短時間予報」ɺઌؒ࣌ʹ༧͞ΕΔӍ

ྔΛѲͰ͖ΔΑ͏ʹղੳӍྔΛͱʹɺӍҬͷ

ҠಈɺܗʹΑΔӍӢͷൃୡɾਰऑ༧ใͷ༧

ଌӍྔͳͲΛྀͯ͠ߟ ɺ� Ӎྔؒ࣌�ઌ·Ͱͷ֤ؒ࣌

Λ�Ωϩϝʔτϧํ࢛ͷ͔͞ࡉͰ༧ଌ͠ɺ�� ִؒͰ

ൃද͠· ɻ͢

ɹ͞ΒʹɺۃΊͯؒ࣌ʹมԽ͢ΔӍʹରԠ͢ΔͨΊɺΑΓଈ࣌తʹ͖Ί͔ࡉͳ༧ଌใΛఏ͢ڙΔ

ͷ 「͕降水ナウキャスト」Ͱ ɻ͢ؾϨʔμʔ؍ଌͱಉ͡�ִؒͰɺؒ࣌�ઌ·Ͱͷ �͝ͱͷ߱ਫڧ

Λɺ�Ωϩϝʔτϧํ࢛ͷ͔͞ࡉͰ༧ଌ͠ɺൃද͠· ɻ͢

記録的短時間大雨情報の発表例

平成 23年 9月 4日に実際に和歌山地方気象台が発表した「記録的短時間大雨情報」です。

 

解析雨量の事例　
2011年8月23日1時30分
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第1部　気象業務の現状と今後

○積乱雲に伴う激しい気象現象に関する情報

・竜巻発生確度ナウキャストと竜巻注意情報

ɹੵཚӢʹ͏ཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩͔Βͷ҆શΛ֬อ

ͯ͠ ͍ͨͩͨ͘ Ίͷؾใͱ͠ ͯɺʮཽൃרੜ֬φΩ

ϟετʯٴͼʮཽרҙใʯΛൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹʮཽൃרੜ֬φΩϟετʯɺؾυοϓϥʔϨʔμʔ

ͷ؍ଌͳͲΛجʹɺཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩͕ൃੜ͢ΔՄ

ੑͷఔΛ��	Ωϩϝʔτϧ֨ࢠ୯ҐͰղੳ͠ɺͦͷ�	ؒ࣌

��ʢޙ ʙ ��	ઌʣ·Ͱͷ༧ଌΛߦ ͏ͷͰɺ��	͝ͱʹ

ൃද͠· ɻ͢ʮཽൃרੜ֬φΩϟετʯΛར༻͢Δ͜ͱʹ

ΑΓɺཽൃ͕רੜ͢ΔՄੑͷ͍ߴҬࠁʑͱมΘΔঢ়

·Ѳ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ʹࡉͷมԽΛৄگ ɻ͢

ɹཽൃרੜ֬φΩϟετͰൃੜ֬ ͳͲݝΕͨݱ͕	�

ʹʮཽרҙใʯΛൃද͠· ɻ͢͜ͷஈ֊Ͱطʹ

࣌	�Ͱ͢ͷͰɺใͷൃද͔Βگੜ͍͢͠ঢ়ൃ͕רཽ

ؒఔཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩ʹର͢Δҙ͕ඞཁͰ ɻ͢

・雷ナウキャスト

ɹམཕʹΑΔඃΛ͙ͨΊͷؾใͱ͠ ͯɺʮཕφΩϟετʯ

Λൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹʮཕφΩϟετʯɺཕࢹγεςϜʹΑΔཕ์ిͷݕٴ

ͼϨʔμʔ؍ଌͳͲΛجʹɺཕͷܹ͠͞ཕͷՄੑΛ�	Ωϩϝ

ʔτϧ֨ࢠ୯ҐͰղੳ͠ɺͦͷ�	ޙؒ࣌ʢ�� ʙ	��	ઌʣ·

Ͱͷ༧ଌΛߦ ͏ͷͰɺ�� ͝ͱʹൃද͠· ɻ͢ཕͷܹ͠͞ཕ

ͷൃੜՄੑɺ׆ಈ �ʙ �Ͱද͠· ɻ͢͜ͷ͏ͪ ಈ׆ �

ʙ �	ͱͳͬͨͱ͖ʹɺطʹੵཚӢ͕ൃୡ͓ͯ͠Γɺ͍ͭམཕ

͕͋ͬͯ ͓͔͠ ͳ͍͘ঢ়گͰ ɻͪ͢ʹݐͷதͳͲ҆શͳ

ॴͷආ͕ඞཁͰ ɻ͢

雷ナウキャストの例

竜巻注意情報の例

竜巻発生確度ナウキャストの例

平成23年 7月 25日 14時 50分の事例。発生確度２となっ
ている範囲内で１時間以内に竜巻などの激しい突風が発生
する可能性は、5～10％です。発生確度１では、1～5％です。

平成 23 年 6 月 21 日 18 時 30 分の事例。活動度
が大きいほど落雷の危険が高いことを示す。
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　イ．天気予報、週間天気予報、季節予報
ɹఱؾɺʑͷੜ׆ͱີʹ͔͔Θͬͯ ͍· ɻ͢ྫ͑ɺࠓࡿΛͯͬ࣋ Α͍͔ͱ͔ɺि͕ํͨͬߦ

ʹ༧ఆͯ͠ ͍ΔཱྀߦͲΜͳΛ͢ΕΑ͍͔ͱ͍ͬͨ࣌ʹɺఱؾ༧ใिؒఱؾ༧ใΛ্खʹ

ͯͬ ͍ͨͩ ͱ͘ศརͰ ɻ͢

○天気予報

ɹࠓ͔Β໌ޙ·Ͱͷఱؾ༧ใʹɺʮݝఱؾ༧ใʯɺʮํఱؾ༧ใʯɺʮҬྻܥ࣌༧ใʯͷ

·ͷछྨ͕͋Γͭࡾ ɻ͢

ɹʮݝఱؾ༧ใʯҰͷఱؾΛ͓͓·͔ʹѲ͢Δͷʹదͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹʮํఱؾ༧ใʯɺఱؾͳͲͷ໘తͳ͕ҰͰΘ͔ΔͷͰɺྫ ͑ݝఱؾ༧ใͰʮಶΓ࣌ʑ

Ӎʯͱͳͬͯ ͍ͨ߹ɺӍ͕ͲͷҬͰ͍ͭ͝Ζ߱Δͷ͔ͱ͍ͬͨ͜ͱΛѲ͢Δͷʹదͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹʮҬྻܥ࣌༧ใʯɺ͋ ΔҬͷఱؾؾԹɺ෩ͷؒ࣌͝ͱͷҠΓมΘΓΛΔͷʹศརͳ༧ใͰ ɻ͢

天気予報の種類と内容

地域時系列予報（11時発表）の例
天気分布予報の例
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第1部　気象業務の現状と今後

○週間天気予報

ɹिؒఱؾ༧ใɺൃදͷཌ͔ΒҰिؒઌ·Ͱͷຖͷఱؾɺߴ࠷ɾ࠷ؾԹɺ߱ਫ֬Λɺ�

� ճɺ࣌��ͱ�� ·ද͍ͯ͠ൃʹ࣌ ɻ͢िؒఱؾ༧ใͷΑ͏ͳઌͷ༧ใʹͳΔͱɺࠓ໌ͷ༧ใ

ʹൺͯ༧ใΛదதͤ͞Δ͜ͱ͕͠ ͳ͘Γ· ɻ͢͜ͷͨΊिؒఱؾ༧ใͰɺఱؾʹ͍ͭͯ৴པΛɺ

Թʹ͍ͭͯ༧ଌൣғΛ͋Θͤͯࣔͯ͠ؾ ͍· ɻ͢৴པɺ�Ҏ߱ͷ߱ਫͷ༗ແʹ͍ͭͯɺʮ༧ใ

͕దத͍͢͠ʯ͜ͱͱʮ༧ใ͕มΘΓʹ͘ ͍ʯ͜ͱΛද͠ɺ༧ใͷ͕͍֬ߴ΄͏͔Βॱʹ̖ɺ̗ɺ̘

ͷ� ஈ֊Ͱද͠ݱ· ɻ͢ؾԹͷ༧ଌൣғɺʮ��ˆʙ�� ʯ̂ͷΑ͏ʹ༧͞ΕΔؾԹͷൣғΛࣔͯ͠ ͓Γɺ

ԹͷൣғʹೖΔ͓֬Αͦ��ˋͰؾԹ͕͜ͷؾͷࡍ࣮ ɻ͢͜ ΕΒͷใʹΑͬ ͯɺྫ ͑ಉ͡Ε࣌ʑ

ಶΓͱ͍͏༧ใͰɺͲΕ Β͍͘ͷ֬ͷ༧ใ͔ΛΔ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢

○季節予報

ɹقઅ༧ใʹɺ༧ใؒظผʹɺ�िؒఔઌ·ͰΛ༧ଌ͢Δҟৗఱީૣܯظռใɺ͔݄̍ઌ·Ͱ

༧ଌ͢Δ�͔݄༧ใɺ͔݄̏ઌ·ͰΛ༧ଌ͢Δ̏ ͔݄༧ใɺ͔݄̒ઌ·ͰΛ༧ใ͢Δஆɾظީפ༧ใ͕͋

ΓɺͦΕͧΕͷؒظʹ͍ͭͯɺฏۉతͳؾԹ߱ਫྔͳͲΛɺ༧ใ۠୯ҐͰ༧ใͯ͠ ͍· ɻ͢ฏۉతͳ

ʢʮڃ֊Թ߱ਫྔͳͲɺ̏ͭͷؾ ʢ͍গͳ͍ʣʯɺʮฏฒʯɺʮߴ ʢ͍ଟ͍ʣʯʣʹ͚ɺͦΕͧΕͷ֊

ͯ͠ݱΔՄੑΛ֬Ͱද͢ݱग़͕ڃ ͍· ɻ͢ͳ͓ɺʮҟৗఱީૣܯظռใʯɺ�िؒఔઌ·Ͱ

ͷ ̓ؒฏؾۉԹ͕ฏ͔ΒͷִͨΓ͕େ͖͘ ͳΔՄੑ͕͍ߴͱ༧ଌͨ͠߹ʹൃද͞Ε· ɻͦ͢Εͧ

Εͷ༧ใͷ༰ͱൃද࣌දͷͱ͓ΓͰ ɻ͢·ͨํقઅ༧ใͰ༻͍Δ༧ใ۠ਤͷ௨ΓͰ ɻ͢

週間天気予報の例
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ウ．船舶の安全などのための情報
ɹધഫͷӡߤʹɺ෩ൃୡதͷؾѹͳͲʹΑΔߥఱ࣌ͷ҆શੑͷ΄͔ɺւ্༌ૹʹ͓͚Δࡁܦ

ੑఆੑ࣌ͳͲͷ֬อ͕ٻΊΒΕ· ɻ͢

ɹ͜ͷͨΊɺຊۙւ֎༸Λ͢ߦߤΔધഫ͚ʹɺւ্ʹ͓͚Δ෩ɾ෩ɺͷ͞ߴɺւ໘ਫԹɺ

ւྲྀͳͲͷ༧ใڧ෩ɾೱໄɾணණͳͲͷܯใΛɺ௨৴ӴʢΠϯϚϧαοτʣʹΑΔӴ์ૹɺφϒς

οΫεແઢ์ૹɺ/),ϥδΦʢؾۀړ௨ใʣͳͲʹΑΓఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

ɹ

季節予報の種類と内容

＊３か月予報と同時発表

季節予報で用いる予報区分
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第1部　気象業務の現状と今後

○日本近海に関する情報

ɹຊͷԊ͔؛Β��� ւཬʢ͓Αͦ���ΩϩϝʔτϧʣҎΛ��ʹ͚ͨւҬ͝ͱʹɺؾѹͳͲʹؔ

͢Δใͱͱʹɺఱؾ෩ɾ෩ɺͷ͞ߴͳͲͷ༧ใɺڧ෩ɾೱໄɾணණͳͲͷܯใΛఏͯ͠ڙ

͍· ɻ͢͜ΕΒͷ༧ใܯใͳͲɺํւ্༧ใํւ্ܯใͱ͠ ͯɺφϒςοΫεແઢ์ૹʢӳจɾ

จ์ૹʣʹΑͬ ͯຊۙւΛ͢ߦߤΔધഫʹఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢φϒςοΫεແઢ์ૹͰɺ͜ΕΒͷ

༧ใܯใʹՃ͑ͯ ɺՐݱࢁʹؔ͢Δ༧ใܯใఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

ɹओʹຊۙւͰૢ͢ۀΔړધ͚ʹ

ɺؾۀړ௨ใͱͯ͠ɺ෩ɺ ɾߴ

ؾѹɺલઢͳͲͷ࣮گͱ༧ɺ্

ւ্ʹ͓͚Δؾͷ࣮گใΛɺ

/),ϥδΦΛ௨ͯ͡ఏ͍ͯ͠ڙ· ɻ͢

·ͨɺۀړແઢؾ௨ใͱͯ͠ɺఱؾ

ܯใɺւ্༧ใɾگͷ࣮ؾگ֓

ใͳͲΛɺۀړ༻ւہ؛Λ௨ͯ͡ఏڙ

ͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹ͞Βʹɺւ্ͷܯใͷ༰هड़͞

Ε࣮ͨگఱؾਤɺւ্ͷѱఱʢڧ෩ɾ

ೱໄɾւණɾணණʣͷ༧هड़͞Ε

ͨ༧ఱؾਤʢւ্ѱఱؒ࣌��༧ਤɺ

ಉ �� ���༧ਤʣɺ෩ʢؒ࣌ ઌؒ࣌

·Ͱͷਐ࿏༧ใٴͼ �� ઌ·Ͱͷؒ࣌

༧ใʣɺ࿘ɺւ໘ਫԹɺւྲྀɺڧ

ւණͳͲͷ࣮گ༧ͳͲͷਤใΛɺ

ʹΑΔؾிؾແઢࣸ௨ใ

ʢ+.)ʣʹΑΓఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

海上悪天２４時間予想図

地方海上予報・警報の発表海域区分
（日本近海の12海域図）
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○外洋に関する情報

ɹʮ���� ͷւ্ʹ͓ Δ͚ਓ໋ͷ҆શͷͨΊͷࡍࠃʯʢ40-"4ʣʹ͖ͮجɺؾிͷ

୲ւҬͰ͋Δଠฏ༸ʢ֓Ͷಓ͔ΒҢ �� ɺ౦ܦ ��� ͔Β��� ʹғ·ΕΔւҬʣΛରʹɺ

ҢɾܦͰҬΛ໌ࣔͯ͠ ɺؾѹ෩ʹؔ͢Δใͱͱʹւ্ͷڧ෩ɾ෩ೱໄͷܯใΛɺ

௨৴ӴʢΠϯϚϧαοτʣΛհͯ͠ ɺηʔϑςΟωοτؾ༧ใܯใʢແઢӳจ์ૹʣͱ͠ ͯધഫؔऀ

ͯ͠ڙఏʹ͚ ͍· ɻ͢

エ．その他の情報
○鉄道の安全運行、電力の安定供給などに寄与するための情報提供

ɹؾிɺమಓͷ҆શͳӡߦిྗͷ҆ఆدʹڅڙ༩͢ΔͨΊɺమಓٴͼిྗؔؔػͷใఏ

ͯͬߦΛڙ ͍· ɻ͢·ͨɺՐࡂͷൃੜ͍͢͠ؾঢ়گʹͳͬͨ߹ɺಓݝʹରͯ͠ Րؾࡂ௨ใ

Λ࣮ͯ͠ࢪ ͍· ɻ͢

○光化学スモッグなどの被害軽減に寄与するための情報提供

ɹΕࣹ͕ͯڧ ɺ͘෩͕ऑ͍ͳͲɺຢཌʹޫԽֶεϞοάͳͲ͕ൃੜ͍͢͠ؾঢ়͕گ༧

ଌ͞ΕΔ߹ʹɺେؾԚછʹؔ͢Δؾঢ়گΛಓݝʹ௨ใ͠ɺ͘ ҰൠʹεϞοάؾใཌ

Λରͱ͠ ͨશൠεϞοάؾใΛൃදͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺڥলͱڞಉͰޫԽֶεϞοάʹؔ࿈͢Δ

ใΛϗʔϜϖʔδͰఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

○熱中症についての注意喚起の実施

ɹҰൠతͳҙ߲ࣄͱ͠ ͯதؚΊͨߴԹ࣌ʹ͓ Δ͚݈߁ཧͷҙΛݺͼ͔ Δ͚͜ͱΛతͱ͠

ͯɺߴԹҙใɺҟৗఱީૣܯظռใʑͷఱگ֓ؾɺؾใͷதͰɺதͷҙͷ

ΜͰൃදͯ͠ࠐͼ͔͚ΛΓݺ ͍· ɻ͢

�*OREDO MDULWLPH 'LVWUHVV DQG 6DIHW\ 6\VWHP� 

船舶向け気象情報の種類と提供方法
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第1部　気象業務の現状と今後

コラム

　広く節電の取り組みがなされる中で、よりきめ細やかに、また、熱中症への注意を呼びかけるため
平成23年夏から「高温注意情報」の発表を開始しました。高温注意情報は、各予報区内翌日または
当日に最高気温がおおむね35℃以上になることが予想される場合に、情報文の中に各地の最高気温
や気温が高くなる時間帯を示しながら、具体的な対策を含めて注意を呼びかけるものです。また、主
な地点の気温予測グラフを気象庁ホームページに掲載し、気温の推移や30℃以上になる期間をわか
りやすく示しています。

■高温注意情報

気温予報グラフの発表例

高温注意情報の発表例

予報区内の気温予想地点にお
ける予想最高気温と前日の最
高気温、３０℃以上の時間帯、
熱中症予防のための対策を記
述しています。

予報区内の主な地点の予想気温と前日の気温の
グラフ、予想最高気温、前日の最高気温、平年の最
高気温を表示します。橙色は３０℃以上が予想され
る期間を示しています。
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コラム

　気象庁では、オホーツク海の海氷分布の把握に、衛星、
航空機、船舶、沿岸からの目視観測などから得られた資料
を利用しています。この中でも、特に陸上自衛隊、海上自
衛隊や海上保安庁のご協力のもと得られた航空機による海
氷観測結果は、衛星では得ることのできない雲の下の海氷
分布まで詳細かつ広範囲に把握することができるため、海
氷情報の作成に極めて重要です。気象庁では、これらの観
測結果をもとに冬季のオホーツク海の海氷の分布状況を常
時把握して、地方海氷情報などでお知らせしています。航
空機からの海氷観測の様子について海上自衛隊第２航空群
第2航空隊の堀２等海尉にお尋ねしました。

　現在、私は青森県にある海上自衛隊八
戸航空基地でＰ－３Ｃという航空機の操
縦士をしており、日々、日本周辺海域の
警戒監視（パトロール）にあたっていま
す。海氷観測飛行は昭和３４年１月を最
初に、現在まで１千回を越える実績があ
ります。過去４０年のデータからは、地
球温暖化のためか全般的に海氷面積は
徐々に減少傾向にあるようです。海氷は
その純白の輝きにより観光名物になった
りする反面、漁船などの海難事故の原因
にもなります。このため、私たちは安全
な船舶航行の一助となるべく、風の強い
日も雪の降る日も観測飛行を行っています。

海上自衛隊第２航空群第２航空隊　堀 尚史 ２等海尉より

■航空機による海氷観測
オホーツク海の海氷解析図
（平成23年3月13日）

■
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第1部　気象業務の現状と今後

（２）気象の観測・監視と情報の発表

　ア．アメダス（地域気象観測網）
ɹؾଌީॴͰؾѹɺؾԹɺ࣪ɺ෩ɾ෩ɺ߱ਫྔɺরؒ࣌ͳͲͷ্ؾ؍ଌΛͬߦ

͍ͯ· ɻ͢͜ΕΒͷؾॺΛؚΊͨશ֤ࠃͷ ���� ͔ॴͰɺࣗಈ؍ଌΛ͏ߦΞϝμεʢҬؾ

ଌγεςϜʣͱ͠؍ ͯɺ߱ਫྔΛ؍ଌͯ͠ ͍· ɻ͢͜ͷ͏ͪ  ���͔ॴͰɺ߱ਫྔʹՃ͑ͯ ɺؾԹɺ෩

ଌΛɺ·ͨɺ߽ઇଳͳͲͷ؍ͷؒ࣌ɾ෩ɺর ���͔ॴͰੵઇͷਂ͞ͷ؍ଌΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

イ．レーダー気象観測
ɹશࠃ ��͔ॴͷؾϨʔμʔʹΑͬͯ ߱ਫͷ؍ଌΛߦ

͍ɺେӍͷঢ়گͷࢹɺత֬ͳେӍܯใͳͲͷؾ

ใͷൃදʹར༻ͯ͠ ͍· ɻ͢ؾϨʔμʔɺύϥϘϥ

Ξϯςφ͔ΒిΛൃࣹ͠ɺӍͳͲʹΑͬͯ ࣹ͞Εͨ

ిΛड৴͢Δ͜ͱʹΑΓɺͲͷҐஔʹͲͷఔͷ͞ڧ

ͷ߱ਫ͕͋Δ͔ΛѲ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ֤͢ͷϨʔ

μʔͷ؍ଌ݁ՌΛΈ߹ΘͤΔ͜ͱʹΑΓɺຊͷҬ

ͱͦͷۙւʹ͓͍ͯ౦ೆ �	Ωϩϝʔτϧ͝ํ࢛ͱͷ

߱ਫͷͱ͞ڧΛ؍ଌ͍ͯ͠· ɻ͢ฏ �� �݄�

͔ΒہతେӍΛૣظʹѲͰ͖ΔΑ͏ɺؾϨʔμ

ʔͷ؍ଌִؒΛैདྷͷ�� ຖ͔Β�ຖʹมػࢹ͠ߋΛڧԽ͠·͠ ͨɻ

気象レーダーの配置

（平成 24年 1月 1日現在）

石垣島	

沖縄	

名瀬	

種子島	

福岡	
広島	

松江	

大阪	

福井	

名古屋	

静岡	

長野	

東京	

仙台	
新潟	

秋田	

函館	

札幌	

釧路	

：気象ドップラーレーダー（17）	 
：気象レーダー（3）（気象ドップラーレーダーへ更新予定）	

室戸岬	

平成24年4月1日現在	

アメダス（地域気象観測網）
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ɹ·ͨɺ߱ਫͷͱ͞ڧʹՃ͑ɺిͷυοϓϥʔޮՌΛར༻ͯ͠ ෩Ͱྲྀ͞ΕΔӍཻઇͷಈ͖Λ؍ଌ

Ͱ͖ΔυοϓϥʔػΛ��͔ॴʹඋ ʢ͑ฏ �� ݄̐ ɺฏࡏݱ �� ·Ͱʹ��͔ॴ͢ υͯοϓ

ϥʔԽΛ༧ఆɿಛूίϥϜࢀরʣɺूத߽ӍཽרͳͲͷಥ෩ΛͨΒ͢ ੵཚӢ෦ͷߴ ��Ωϩϝʔ

τϧ·Ͱͷৄࡉͳ෩ͷͷѲΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

ウ．高層気象観測
ɹؾѹͳͲͷେؾͷॾݱɺओʹɺ্͔ΒेΩϩϝ

ʔτϧ্ ۭ·Ͱͷରྲྀݍʹ͓͍ͯൃੜͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺͦͷ

্ʹ͋Δݍʹ͓͍ͯൃੜ͢Δݱɺؾݱʹେ͖͘

ؔ࿈ͯ͠ ͍· ɻ͢ؾிͰɺ͜ΕΒ্ۭͷؾݱΛଊ͑

ΔͨΊɺશࠃ�� Ͱຖܾ·ͬ ࣌ʢຊඪ४ࠁ࣌ͨ �� ɺ࣌

ʣ࣌�� ʮʹϥδΦκϯσʯͱ͍͏؍ଌثػΛٿؾʹΔ͠ ͯ

ඈ༲ͤ͞ɺ্͔Β ��Ωϩϝʔτϧ্ ۭ·Ͱͷؾѹʢߴʣɺ

ଌͯ͠؍͍ͯͭʹͼ෩ٴԹɺ࣪ؾ ͍· ɻ͢

ɹߴؾ؍ଌࢿྉɺఱؾ༧ใͷ΄͔ʹػۭߤͷӡߤཧͳͲʹར༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢·ͨɺۙ ɺ

ٿԹஆԽΛ͡Ίͱ͠ ͷݍݍྉରྲྀࢿଌ؍ଌͷ؍ؾߴΓɺ·ߴͷؔ৺͕ީؾͨ

ʹ͓͍ͯॏཁͳׂΛՌͨͯ͠ީؾͳͲࢹԹมԽͷؾ ͍· ɻ͢

1

 

 

      

40 N 

30 N 

140 E 130 E 

ラジオゾンデによる高層気象観測網

16地点でラジオゾンデによる高層気象観測を実施して
います。ラジオゾンデ飛揚の様子

人の手で行うラジオゾンデ飛揚（左）と機械で自動的に行うラジオゾンデ飛揚（右）
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第1部　気象業務の現状と今後

エ．ウィンドプロファイラ観測
ɹΟϯυϓϩϑΝΠϥ্͔Β্ۭʹ

͚ͯిΛൃࣹ͠ɺྲྀؾͷཚΕӍཻʹΑ

ͬͯ ཚͯ͠ࢄ Ͷฦͬͯ ͖ͨిΛड৴͠ɺ

υοϓϥʔޮՌΛར༻্ۭͯ͠ͷ෩ɾ෩

Λ��	ຖʹ ���	ϝʔτϧͷߴִؒͰ

࿈ଓͯ͠؍ଌ͠· ɻ͢ؾ݅ʹΑͬͯ ؍

ଌσʔλ͕ಘΒΕΔߴมಈ͠·͕͢ɺ

ఱ࣌ʹ̏ʙ̒Ωϩϝʔτϧɺಶఱ࣌߱

Ӎ࣌ʹ ʙ̓̕Ωϩϝʔτϧఔ·Ͱͷ্ۭ

ͷ෩ɾ෩͕؍ଌͰ͖· ɻ͢

ɹશࠃ ��͔ॴͷΟϯυϓϩϑΝΠϥͰ্ۭͷ෩Λ࿈ଓతʹ؍ଌ͠ɺ߽Ӎ߽ઇͳͲͷہతͳؾࡂ

ઌͷେӍͷ༧ଌؒ࣌ଌ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ؍ʣʯͷྲྀΕΛؾۭ͍ߴʢ͕࣪ؾͷཁҼͰ͋Δʮۭ࣪ͬͨ

ͷਫ਼্ʹେ͖͘ ༩ͯ͠د ͍· ɻ͢·ͨ෩લઢʹ͏ڧ෩ͳͲͷࢹʹཱ ΒͯΕ͍ͯ· ɻ͢

ウィンドプロファイラの外観

仙台観測局の全景。白い四角のフェンス内にアンテナが設置さ
れています。

気象庁では、全国 33 か所にウィンドプロファイラ
を設置しています。（平成 24年 4月現在）

ウィンドプロファイラによる上空の風の観測の概要図

ウィンドプロファイラ観測網

天頂と天頂から東西南北に約 10 度傾けた上空の 5 方向に電波を発
射します。各方向からはね返ってきた電波の周波数のずれ（ドップ
ラー効果）から上空の風向・風速を観測します。
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ɹ؍ଌσʔλ͔ΒԖํͷ෩ͷมԽʢԖγΞʔʣΛΔ͜ͱͰ͖· ɻ͢Ԗํʹ෩͕େ͖͘ มԽ

ͯ͠ ͍ΔॴͰཚൃ͕ྲྀؾੜ͢ΔՄੑ͕͋ΔͨΊɺ͜ͷใΛऀۭؔߤʹఏ͠ڙɺػۭߤͷ҆શͳ

ӡߤʹཱ͍ͯͯ· ɻ͢

ウィンドプロファイラ観測例（平成23 年（20011年）台風第15号通過時の観測例）

平成 23 年台風第 15 号は、9 月 21 日
09 時には紀伊半島の南に位置し、北東
に進みながら 13 時頃に名古屋市に最
接近した。 名古屋市上空では、台風通
過の前後で時間の経過とともに風向き
が南寄り（暖色系で表示）から北寄り
（寒色系で表示）に変化している様子
がわかる。

コラム

■GPSから水蒸気の量を求める

電子基準点（左上、国土地理院提供）と平成 23 年
９月３日10 時（日本時間）の可降水量の分布図。
（台風第12 号が高知県東部に上陸した時のもの。
四国、中国、近畿地方で特に多いことがわかる）

　カーナビなどで利用されているＧＰＳ（全
球測位システム）衛星から出される電波は、
地上のＧＰＳ受信装置に到達するまでの時間
が、大気中に含まれる水蒸気の量が多くなる
と遅れるという性質があります。受信した複
数のＧＰＳ衛星の電波の遅れを組み合わせる
ことによって、ＧＰＳ受信装置の真上にある
水蒸気の総量(可降水量)を得ることができま
す。
　気象庁では、国土地理院が全国約１２００
地点で運用している電子基準点（ＧＰＳから
の電波を連続的に観測する施設）の観測デー
タから可降水量を算出しています。可降水量
を数値予報モデルに活用することにより、降
水予報精度の向上に役立っています。
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第1部　気象業務の現状と今後

オ．静止気象衛星観測
ɹΘ͕ࠃࡏݱ·Ͱ �� ʹΘͨͬͯ ੩ؾࢭӴʮͻ·ΘΓʯʹΑΔؾ؍ଌΛͯͬߦ ͖·͠ ͨɻ੩

ଌͰ͖Δͱ͍͏Ͱ؍࣌Λৗ্ٿେͷརɺ࠷Ӵͷؾࢭ ɻ͢౦ܦ ��� ۙͷಓ্ۭ

����� Ωϩϝʔτϧͷ੩يࢭಓʹ͋ͬͯ ٿͷࣗసपظʹ߹Θͤͯपճ͢Δ͜ͱʹΑΓɺຊΛؚΉ౦Ξ

δΞɾଠฏ༸Ҭͷൣ͍ғΛ�� ·ଌ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖؍࣌ৗؒ࣌ ɻ͢ಛʹ؍ଌ͕গͳ͍༸্ͷ

෩ͷൃੜɾൃୡͷࢹʹෆՄܽͷ؍ଌखஈͰ ɻ͢

ɹؾிͰɺظ࣍Ӵͱ͠ ʮͯͻ·ΘΓ̔ ߸ɾ̕߸ʯΛͦΕͧΕ ���� ɺ���� ʹଧ্ͪ͛Δ͜ͱΛ

ըͯ͠ܭ ͍· ɻ͢ظ࣍Ӵɺࡏݱͷ�� ຖͷ؍ଌΛ�� ຖʹ͍ߦɺ؍ଌը૾ͷछྨ� छྨ͔Β

�� छྨʹ૿͢ͳͲ؍ଌػΛେ෯ʹ্ͤ͞Δ͜ͱʹΑΓɺ෩ɺہత߽Ӎཕɺಥ෩ΛͨΒ͢

ੵཚӢͷঢ়گΛΑΓৄظૣʹࡉʹଊ Δ͑͜ͱ͕Ͱ͖Δͱظ͞Ε͍ͯ· ɻ͢ؾிͰɺظ࣍ӴͰಘ

ΒΕͨ؍ଌσʔλͷར׆༻ٕज़ʹ͍ͭͯ։ൃΛਐΊ͍ͯΔͱ͜ ΖͰ ʢ͢ୈ �෦ୈ � ষʮؾۀΛߴ

Խ͢ΔͨΊͷڀݚ։ൃʯࢀরʣɻ

○幅広い分野での利用

ɹʮͻ·ΘΓʯ͕؍ଌ͢Δσʔλɺ෩ͷࢹҎ֎ʹɺूத߽Ӎͷࢹɺ༧ใͷॳظͷ

ར༻ɺػۭߤધഫͷ҆શӡ͢ࢿʹߤΔใͷ࡞ɺؾ ɾީڥٿͷࢹɺՐࢁփԫ࠭ͷࢹͳ

Ͳʹ෯͘ ར༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢·ͨɺΞδΞɾଠฏ༸Λத৺ͱ͠ ͨੈք֤ࠃͷؾؔػͰར༻͞Ε͍ͯ

· ɻ͢

ɹ·ͨɺʮͻ·ΘΓʯʹσʔλΛத͢ܧΔ௨৴ػ͋Γɺࠃ֎ͷધഫౡͳͲʹઃஔ͞Εͨ؍ଌ

ஔͷؾ؍ଌσʔλɺࠃओཁͷσʔλɾைҐʢʣσʔλͳͲͷऩूʹ׆༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢
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※青枠は「ひまわり」の観測範囲

「ひまわり」による台風の監視

静止気象衛星の編遷
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噴火活動の監視

 

 

 

 

 

 

 

 

（陸上の白い部分は雪に覆われている。オホーツク海上の白
い部分は流氷）

（平成 23年 5月 1日 15 時　黄砂を捉えた画像）

※高頻度雲衛星観測：日本付近に限定した小領域を 5分間隔で観測するもの
平成 23年 7月 11 日 14:10 ～ 15:30（20 分毎）　東北・北陸地方

雪氷域の監視 大陸からの黄砂等エーロゾルの監視

高頻度雲衛星観測による日本域の急激に発達する積乱雲の監視

（平成23年1月27日02時～06時 霧島山（新燃岳）の噴火による噴煙の拡がりを捉えた画像）
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カ . 潮位・波浪観測
ɹؾிͰɺߴைɺ෭ৼಈɺҟৗைҐٴͼߴʹΑΔԊ؛ͷࢪઃͷඃͷࢭɾܰ ͷͨΊɺݮ

શ֤ࠃͰைҐʢைࣚʣͱ࿘ͷ؍ଌΛͯͬߦ ͍· ɻ͢ைҐͷ؍ଌݕைॴ؍ଌɺ࿘ͷ؍

ଌԊ؛࿘ܭɺϒΠɺ؍ଌધΛ༻ͯ͠ ͯͬߦ ͍· ɻ͢·ͨɺଞؔػͷ؍ଌσʔλ׆༻ͯ͠ ͖Ί͔ࡉ

·Ί͍ͯʹࢹͷگ࣮͍ ɻ͢

ɹҰํɺεʔύʔίϯϐϡʔλΛ༻͍ͨߴைϞσϧ࿘ϞσϧʹΑΓɺͦΕͧΕைҐ࿘ͷ༧ଌΛ

ͯ͠ࢉܭ ͍· ɻ͢͜ΕΒͷࢿྉͱ࣮ࢹگσʔλΛ༻͍ͯɺ֤ͷؾͰɺߴைܯใߴɾ ைҙใɺ

࿘ܯใɾ࿘ҙใɺؾใைҐใΛൃද͠ɺԊ؛ҬͰͷਁਫͷඃધഫͷ҆શߦߤ

ʹର͢ΔҙɾܯռΛݺͼֻ͚͍ͯ· ɻ͢

気象庁では高潮モデルや波浪モデルの結果と最新の潮位や波浪の観測値を利用して潮位や波浪の状況を予測し、
高潮や波浪の警報・注意報をはじめとする防災情報を発表しています。

防災機関	
・消防庁	  
・地方整備局	  
・海上保安庁	  
・都道府県、市町村	  
・報道機関	  
　　　　　　　　　　　など	  

波浪モデル	

高潮モデル	

波浪の観測	

気象庁	

国民、船舶関係者、港湾管理者等	

本庁	

船舶	

沿岸波浪計	

地方気象台	

高潮警報・注意報	  
波浪警報・注意報	

潮位の観測	

モデルの予測値の補正に観測値を使用	

気象状況の把握	  
実況監視	  
情報作成など	

ブイ	
衛星	

検潮所	津波観測点	

潮位と波浪の情報の流れ
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質問箱
■ 海の波（波浪）について教えて！
　海の上では、風が吹くと波が立ち始めます。風が吹き続けると波は次第に高くなっていきますが、
このように風によって生じる波を「風浪」といいます。また、風の吹かない海域まで伝わるか、風が
弱まった場合や風向が急に変化して、風から直接作られなくなった波を「うねり」といいます。「風
浪」と「うねり」をまとめて「波浪」と呼んでいます。気象庁では、波の高さなどを「有義波」という
統計的な値で代表させて情報を発表していますが、実際の波浪には様々な波高、周期の波が存在して
います。タイミングによっては思いがけない大波が出現する場合があり、「一発大波」、「巨大波」
等と呼ばれることがあります。確率としては数千波に一波、数万波に一波の現象としても、しけ（時
化）が長びけばそれだけ巨大波出現の危険性も増すことになりますので、十分な注意が必要です。ま
た、幾つかの方向から波浪が集まった時に、波頂のとがった巨大波が出来ることがあります。このよ
うな波を「三角波」と呼び、船舶にとっては転覆の危険が増すので、注意が必要な波の一つです。
　うねりは風浪に比べて波長が長いという特徴があります。沿岸部では、波長の長い波ほど防波堤を
超えやすいほか、海岸構造物等へのダメージも与えやすくなります。釣り人が、波長の長いうねりに
よってさらわれる事故が起こる場合があります。富山湾特有のうねり性の高波として有名な「寄り回
り波」は、低気圧などの暴風によって日本海北
部に発生した風浪が伝播して「うねり」となっ
て富山湾に侵入するものです。寄り回り波は、
海岸で局所的に急に高くなることがあり、また、
風や波が比較的静かになったころに不意に打ち
寄せることがあるため古来より多くの被害が発
生しました。
　このほか特徴のある波として、波浪が進む向
きと反対向きの強い海流や潮流があると、「し
お波」が発生します。「しお波」は、波浪と海流
や潮流との相互作用により、波高が増大し、波
の形が険しくなります。 強風のために海上が荒れることを「しけ」といいます。気象庁で

は波高が４メートルをこえ６メートルまでを「しける」、６メー
トルをこえ９メートルまでを「大しけ」、９メートルをこえたも
のを「猛烈にしける」と使います。

しけの海面

（３）異常気象などの監視・予測
　ア．異常気象の監視

ɹҟৗؾͱɺҰൠʹաݱͨ͠ݧܦʹڈ͔Βେ͖͘ ֎ΕͨݱͰɺਓ͕Ұੜͷؒʹ·Εʹ͔͠ݧܦ

͠ͳ͍Α͏ͳؾݱΛ͍͍· ɻ͢େӍڧ෩ͳͲͷܹ͍ؒ࣌͠ͷؾ͔Β͔݄ଓ͘ׯͭɺྫྷ

ՆͳͲͷީؾͷҟৗؚ·Ε· ɻ͢ؾிͰɺݪଇͱ͠ ʮͯ͋ΔॴʢҬʣɾ͋ Δظ࣌ʢिɺ݄ɺقઅʣ

ʹ͓͍ͯ�� ؒʹ�ճҎԼͷසͰൃੜ͢ΔݱʯΛҟৗؾͱ͠ ͍ͯ· ɻ͢

ɹؾிͰɺੈքத͔Βऩूͨ͠؍ଌσʔλΛͱʹɺΘ͕ࠃੈք֤Ͱൃੜ͢ΔҟৗؾΛ

ɺि͝ͱ݄͝ͱɺ͍ͯͭʹࡂؾଌ͞ΕͨҬ؍ԹŋԹେӍɾগӍͳͲ͕ߴͳۃɺͯ͠ࢹ

અ͝ͱʹऔΓ·ͱΊͯൃදͯ͠ق ͍· ɻ͢·ͨɺݦஶͳݱɺࣾձతͳӨ͕ڹେ͖͍ͱࢥΘΕΔݱʹ

͍ͭͯɺਵ͔͔ͭ࣌ʹɺΑΓ͘ Θ͍͠ใΛൃදͯ͠ ͍· ɻ͢
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ɹ̎̌ ̍̍ ͷΠϯυγφౡͰɺ

ՆͷϞϯεʔϯͷӍقʹ͋ͨΔ̒ʙ

݄̕ʹฏΑΓӍͷଟ͍ঢ়͕گଓ

͖ɺ͜ͷظ࣌Ҏ߱ɺνϟΦϓϥϠ

ϝίϯͷྲྀҬͰɺߑਫʹΑ

Δେ͖ͳඃൃ͕ੜ͠·͠ ͨɻ͜ͷ

ਫΛͨΒ͠ߑ ͨ߱ӍɺฏΑΓ

ൃ׆ͳՆͷΞδΞϞϯεʔϯʹΑ

ͬͯ ͨΒ͞ Ε·͠ ͨɻ

イ．エルニーニョ・ラニーニャ現象の監視と予測
ɹΤϧχʔχϣݱͱɺଠฏ༸ಓҬͷதԝ෦͔ΒೆถϖϧʔԊ؛ʹ͔͚ͯͷ͍ւҬͰɺւ໘ਫԹ

͕ฏΑΓ͍ߴঢ়ଶ͕ɺ͓͖ʹ͔ΒҰఔଓ͘ݱͰ ɻ͢Ұํɺಉ͡ւҬͰւ໘ਫԹ͕

ฏΑΓ͍ঢ়ଶ͕ଓ͘ݱΛϥχʔχϟݱͱݺͼ· ɻ͢Τϧχʔχϣݱϥχʔχϟݱ͕ൃੜ͢

ΔͱɺຊΛؚΉੈքͷ༷ʑͳҬͰଟӍɾগӍɾߴԹɾԹͳͲɺ௨ৗͱҟͳΔఱީ͕ݱΕ͢ ͳ͘

Γ· ɻ͢

ɹ·ͨɺଠฏ༸ଳҬΠϯυ༸ଳҬͷւ໘ਫԹͷঢ়ଶ͕ຊੈքͷఱީʹӨڹΛ༩͍͑ͯΔ͜

ͱ͕ɺۙ໌Β͔ʹͳͬͯ ͖·͠ ͨɻ

ɹؾிͰɺΤϧχʔχϣɾϥχʔχϟݱɺଠฏ༸ଳҬɾΠϯυ༸ଳҬͷւ༸มಈʹؔ͢

Δ࠷৽ͷঢ়گͱ�͔݄ઌ·Ͱͷݟ௨͠ΛɺʮΤϧχʔχϣࢹใʯͱ͠ ͯຖ݄��ࠒʹൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

平成23年（2011年）8月31日～9月6日における異常気象や気象災害

平成23年（2011年）10月12日発表
「６月から９月にかけてのインドシナ半島の多雨について」

異常気象が観測された地点がある程度まとまって現れた場合にその地域を曲線で囲み、番号を付しています。
また、被害や社会的な影響の大きな気象災害についても記号で示し、同じく番号を付しています。

2011 年６～９月の４か月降水量平年比の分布と主な地点の月降水量の経過
分布図の×はプノンペンの位置を、経過図の×はデータの未入電を示します。平年値は 1981
～ 2010 年の平均。
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（４）気象庁の基盤情報システムとインターネットを通じた情報発信

ɹؾிͰɺࠃ֎ͷ͔ؔؔػΒؾͳͲͷ؍ଌσʔλΛऩू͠ɺ͜ΕΛղੳɺ༧ଌ͢Δ͜ͱͰɺ

Λ௨ͯؔ͠ػใಓؔػؔࡂ͠ɺ࡞ใΛؾࡂใɾҙใͳͲͷܯ ͘ ຽʹୡͯ͠ࠃ ͍· ɻ͢

ɹɹ؍ଌσʔλͷऩूใୡɺղੳ༧ଌʹؾࢿྉ૯߹ॲཧγεςϜʢ$04.&54ʣΛ༻

ͯ͠ ͍· ɻ͢ؾࢿྉ૯߹ॲཧγεςϜղੳ༧ଌΛ୲ ε͏ʔύʔίϯϐϡʔλγεςϜͱ௨৴ػΛ୲

·͞Ε͍ͯߏใૹॲཧγεςϜͷ̎ͭͷγεςϜͰؾ͏ ɻ͢

ɹεʔύʔίϯϐϡʔλγεςϜɺੈք֤ͷ؍ଌσʔλɺؾӴʢͻ·ΘΓʣͷ؍ଌσʔλͳͲΛ

ͬͯ ͷঢ়ଶΛৄ͘͠ղੳ͠ɺؾԹͳͲେؾѹؾ Β͞ʹղੳ݁Ռ͔Βཧ๏ଇʹͮج Ϟ͘σϧࢉܭʹΑ

ΓେؾͷޙࠓͷมԽΛ༧ଌ͠· ɻ͢

エルニーニョ現象等監視海域およびエルニーニョ現象時の海面水温平年差

エルニーニョ現象発生時の世界の天候の特徴（３か月平均）

ラニーニャ現象発生時の世界の天候の特徴（３か月平均）

平成 9年（1997 年）11 月の海面水温平年差

6月～ 8月

6月～ 8月

12 月～ 2月

12 月～ 2月
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ɹؾใૹॲཧγεςϜɺ࠷৽ͷ্ɾߴؾ؍ଌؾϨʔμʔ؍ଌͷσʔλɺԊ؛࿘ܭ

ைҐܭɺધഫͳͲʹΑΔւ༸؍ଌͷσʔλɺ؍ଌσʔλͳͲͷ΄͔ɺಓݝͳͲ͕͏ߦӍྔ؍

ଌ؍ଌͳͲͷσʔλΛऩूͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺੈքͷؾͯ͠ྗڠ͕ؔػ ӡ༻͢Δશٿ௨৴γες

Ϝʢ(54ʣͷ௨৴தͱ͠ ͯͬߦΛଌσʔλͷަ؍ͱࠃؔͯ ͍· ɻ͢͜ΕΒͷ؍ଌσʔλɺղੳɾ༧

ଌͷใɺɾՐࢁʹؔ͢Δใɺࠃͷؾॺؔػؔࡂɺ֎ࠃͷؾؔػͳͲ

ʹఏ͢ڙΔͱͱʹɺຽؒؾۀࢧԉηϯλʔΛ௨ͯ͡ຽؒͷؾऀۀࣄใಓؔػͳͲʹఏͯ͠ڙ

͍· ɻ֤͢ؾͱͷใୡܦ࿏ͱͳΔࠃͷج൫௨৴Λ̎ ॏԽͯ͠ ͍Δ͜ͱʹՃ͑ɺ̎ͭͷηϯλ

ʔγεςϜ૬ޓόοΫΞοϓػΛ༗ͯ͠ ͓Γɺେن࣌ࡂʹ҆ఆͯ͠ ֤छ؍ଌσʔλͷऩू༧

ใɺࡂใͳͲͷୡΛܧଓͰ Δ͖Α͏ʹ৴པੑͷ্Λਤͬͯ ͍· ɻ͢

ɹ

気象観測データの収集・処理と気象情報の伝達・発表

気象資料総合処理システムの監視と運用
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○気象庁ホームページ　
ɹؾிϗʔϜϖʔδʢIUUQ���XXX�KNB�HP�KQ�KNB�JOEFY�IUNMʣͰɺؾிͷ৫੍ͷ֓ཁɺ

ใࢽͳͲͷߦใΛ͡ΊɺؾͷࣝͳͲͷใΛఏ͢ڙΔͱͱʹɺఱؾ༧ใؾܯใɾҙ

ใɺɺͳͲͷࡂใΛͯ͠ࡌܝ ͍· ɻ͢ฏ �� ɺ ̍ͨΓ ����ສϖʔδϏϡʔͷ

ΞΫηε͕͋Γ·͠ ͨɻ

ɹ·ͨɺաڈͷؾσʔλΛࡧݕͰ Δ͖ϖʔδɺաڈͷσʔλΛࡧݕͰ Δ͖ʮσʔλϕʔεࡧݕʯ

ͳͲެ։ͯ͠ ͓ΓɺաڈσʔλͷࡧݕαΠτͱ͠ ͯॆ࣮ͯ͠ ͖͓ͯΓ· ɻ͢ Β͞ʹɺݦஶͳࡂͷൃੜ

ใɾܯؾͷࡂ௨͠ͳͲͷใΛ͡Ίɺඃݟͷޙࠓɾگ௨͠Ӎͷঢ়ݟͷޙࠓɺͷճɾʹ࣌

ҙใɺఱؾ༧ใͳͲͷϦϯΫΛҰݩతʹ·ͱΊɺඃऀࡂɾ෮چ୲ऀࢧԉͷͨΊͷใͱ͠ ͯɺؾ

ிϗʔϜϖʔδʹಛઃϖʔδΛղઆͯ͠͠ࡌܝ ͍· ɻ͢

気象庁ホームページのトップページ
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○防災情報提供センター
ɹࠃަ௨লͰɺؾிΛؚΉল֤෦ہ͕อ༗͢Δ༷ʑͳࡂใΛू͠ɺΠϯλʔωοτΛ

௨ͯ͡ϫϯετοϓͰࠃຽͷօ༷ఏ͢ڙΔͨΊʮࡂใఏڙηϯλʔʯΛ։ઃͯ͠ ͓Γɺؾி͕ӡ

ӦΛ୲ͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹಉηϯλʔϗʔϜϖʔδʢIUUQ���XXX�NMJU�HP�KQ�TBJHBJ�CPTBJKPIP�ʣ͔Βɺؾிɺࠃަ௨ল͕

ଌͨ͠Ӎྔใ͕ҰཡͰ؍ Δ͖ʮϦΞϧλΠϜӍྔʯɺؾிɺࠃަ௨লͷϨʔμʔΛ౷߹͠ ʮͨϦΞϧ

λΠϜϨʔμʔʯΛ͡ΊɺࡂରԠͷใՏɺಓ࿏ɺؾɺɺՐࢁɺւ༸ͳͲͷ֤छͷࡂ

ʹؔ͢ΔใΛ༰қʹೖख͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢

ɹ·ͨɺܞଳ͚ϗʔϜϖʔδ 	IUUQ���XXX�NMJU�HP�KQ�TBJHBJ�CPTBJKPIP�J�JOEFY�IUNM
։ઃͯ͠ ͓

Γɺ֤छؾใͷଞɺܯใைҐใΛఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

リアルタイムレーダーの提供ページ

平成 23 年 9 月 3 日 04 時 30 分の台風第 12 号を捉えたリアルタイムレーダー画像です。台風はゆっくりと北上したため、各地で長時間大雨となり災
害をもたらしました。特に紀伊半島で 1000 ミリを超える記録的な大雨となりました。
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